
 



 

 

巻頭言 

    

IISIA CEO 原田武夫 

 

今月 27日、スイス・ダヴォスにて世界経済フォーラムの年次総会、通称“ダヴォス会議”が開催されます。

世界中から有力企業の経営者、政治家、学者、ジャーナリストなどが一堂に会し、世界の主要な政治問

題、経済問題などを討議します。その一方で、“ダヴォス会議”はこれらエリートたちによる情報交換とネッ

トワーク構築の“場”という側面を持っており、世界の“潮目”を見る上でもこれまで重要な役割を果たして

きました。 

振り返ると、 (2009 ) は、金融メルトダウンが世界システムの転換を一段と促した年でした。これま

で世界経済を牽引してきた米国では、不況の元凶となった金融機関の他、GM、クライスラーなど米国経

済の強さと繁栄を象徴してきた企業が続々と破綻しました。こうした状況が発生しているのは米国だけで

はありません。欧州勢においても金融経済、実体経済ともに危機的な展開が見られているのであり、こうし

た“潮目”は単に財界に止まらず、政界、官界といった米欧勢における既存のエリート構造へ大きなインパ

クトを与えつつあるのです。 

その意味で、前述の“ダヴォス会議”が果たす役割にも何らかの変化が生じる可能性があります。そして、

2010年には“新たな創造に向けての変化”が見えてくるのではないでしょうか。 

2010 年の年頭に皆様にお届けする IISIA マンスリー・レポート 1月号では、金融メルトダウン

がいよいよいかなる「帰結」をマーケットとそれを取り巻く世界史にもたらすかに切りこんでい

ます。 

第1章では、「私たちは今、どこにいるのか？そしてどこへ向かうのか？～予測分析シナリオ“ネオ・ヘイ

ヴン”で測る『今』と『これから』～」と題して、昨年(2009年)4月 4日に公表した、この予測分析シナリオを定

理として用いながら、昨年の展開につき総括した上で、今年(2010 年)を巡る“潮目”のポイントを考えます。

第 2 章「2010年日本政治の課題と今後の方向性」では、今年の国内問題、とりわけ来たる7 月に実施が

見込まれる参議院選挙を中心に“潮目”の焦点について分析します。第3 章「変貌するCSR(企業の社会

的責任) ～これからの社会起業（ソーシャル・アントレプレナーシップ）とは？～」では、“米国流の金融資

本主義”の限界という現実を踏まえて、社会貢献という側面から“資本主義の新たな展開”について考察し

ます。また巻末の「予測分析シナリオ・アップデート」においては、いよいよ始まった今年(2010 年)の年頭

に当たってあり得べき展開を昨年(2009年)末からのアップデートという形で要点を振り返りつつ考えます。 

表紙も一新し、クライアントの皆様のために更に磨きをかけた IISIA マンスリー・レポート。

どうぞ、ご堪能ください。 

東京、国立市のIISIAにて 

2010年 1 月記す 
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